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平成１７年７月１９日から２９日にかけて、平成１７年度高等専門学校情報処理教育担当者上
級講習会が豊橋技術科学大学で行われた（内２６日は台風７号接近による暴風警報発令のため休
講）。教育専門コースと課題研究コースに全国各地の高専から２１名の教員が参加した。 
私は「新しい時代の情報教育のあり方とその教育法について－新学習指導要領の実施と高専に
おける情報教育について－」と題して行われた教育専門コースの講習を受けた。このコースでは、
平成１０年度に改訂された学習指導要領の中の教科「情報」や、平成１４年に取りまとめられた
「大学等における一般情報処理教育のあり方に関する調査研究」の中で謳われている共通基礎情
報教育の具体的方法について講習が行われた。 
平成１４年に取りまとめられた報告では、高専における情報処理教育の指針も示された。その
中で、「社会のリーダシップをとるべき学生などにコンピュータや情報の概念を理解させ、それを
自在に活用する能力を習得させること」が非情報系学生に対する情報処理教育理念として掲げら
れている。そして、その教育の中で育成すべき「情報活用能力」を以下の３つに焦点化し、目標
としている。 
（１） 情報活用の実践力 
これは、コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して、情報を収集・処理・発
信するための能力のことであり、いわゆるコンピュータリテラシー教育に通ずるものがある。
高等学校学習指導要領における情報 Aで目標としているものに対応している。 
（２） 情報の科学的な理解 
情報処理に関する基本的な概念を理解することで、問題解決における効率的なコンピュータ
の利用を習得させる。そのため、アルゴリズムやデータ構造を基本にしたプログラミング教
育などを行う。高等学校学習指導要領における情報 Bに対応する目標である。 
（３） 情報社会に参画する態度 
ネットワークにつながれたコンピュータを利用することは、情報社会に参加することである
と意識させ、情報社会の一員として望ましい態度を育成する。高等学校学習指導要領におけ
る情報 Cに対応する目標である。 
これら３つの教育目標はお互いに関係しあっており、情報社会で活躍する技術者には実践力・
理解・態度それぞれを兼ね備えることが重要である。 
今回の講習では、参加教員それぞれが１００分程度の研究授業を行い，その授業手法について
上述した３つの教育目標を踏まえた高専の情報処理教育手法と照らし合わせて議論を行った。そ
こから、今後の教育手法に対する理解を深めた。 
その議論の内容と感想を述べる。まず、新しい概念を導入するときは、身近な例を出して説明
する重要性を実感した。今回の講習には情報系以外の教員の方も参加されている。その先生方か
らは、非情報系以外の学生に対して情報系の先生が授業をする際は、特にわかりやすく丁寧な説
明をするよう注意を払ってほしいとの要望が相次いだ。この点から情報処理教育は、それを受け
る学生の専門分野に属する教員が行ったほうがよいという意見でまとまった。 
また、web やチャットを使った授業を行った先生が多かった。これは授業の道具として情報処
理端末を利用することで、情報以外の教科でも情報活用の実践力を養おうとする試みで、講習に
参加された情報科以外の先生方も利用されていた。web で調べた情報を披露するのにチャットは
有効であると同時に、クラスを複数のチャットルームに分けることで、大人数では発言を控える
ような学生からも発言を引き出す効果があるという意見も出た。しかし、複数のチャットルーム
を作った場合、ここで展開される議論を教師がどのようにコントロールするか、議論された内容
をどのように授業に反映させるかという問題も明らかになった。 
今回の講習で何度も議論にあがった内容は、非情報系学生に対するプログラミング教育につい
てであった。新しい学習指導要領では、問題解決に活用できるようプログラミング言語を用いた
教育が促されているが、プログラミング言語
．．
の習得が目的とならないよう注意もしている。今回
の講習では、どのプログラミング言語をどのような環境で教育に利用すればよいかという点で、
様々な指導案が示された。プログラミング言語としてはタートルグラフィックスが容易に可能な
Logoで授業を進める案があった。簡単なプログラミングで目に見える図形という形ですぐに結果
が出るため、学習意欲につながるといった意見や、命令（コマンド）の連接や繰り返し・手続き
といったプログラミングの概念を無理なく導入できるという肯定的な意見が出た。また Java を
用いた授業では、オブジェクト指向プログラミング言語を非情報系学生に理解させる必要がある
のかといった意見や、逆に、手続き型言語よりオブジェクト指向言語の方が人間の感覚に近いも
のがあり、適切な教育方法をとればオブジェクト指向言語の方が理解しやすいのではないかとい
った意見もあった。 
今回の講習で情報処理教育手法の正解が明らかになったわけではなく、様々な問題点や解決手
法の提案がなされたと考えている。これらをもとによりよい情報処理教育を模索していきたい。 
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